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2017年度第4回教育研究審議会議事録  

 

日 時   2017年12月13日（水）10:42～12:08 

 

 

 

 

場 所   本部棟 大会議室  

出席者  香取議長、河野委員、花田委員、藤井委員、山科委員、香取（真）委員、 

木立委員、（委任状：藤沼委員） 

 

【会議概要】 

定足数  

 

【審議】  

案件①  

 

 

 

 

 

案件②  

 

 

 

 

 

 

 

案件③  

 

 

 

 

 

 

 

案件④  

 

○定款第23条により成立    

 

 

2018年度大学院学事暦について 

○河野委員（研究科長）から、資料に基づき説明があった。 

○2018年度の大学院学事暦（案）が提示され、学部学事暦同様、大学入試

プレテストが組み込まれている旨の説明があった。 

○審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

 教員の採用に係る業績審査について 

○河野委員（学部長）から、資料に基づき説明があった。 

○公募していた人事管理論の教員採用に係る業績審査委員会の業績審査結

果の報告があり、講師として2名の適合者有りとの結論だったが、本学の教

員構成を考慮し、講師での採用は見送るとの説明があった。 

○審議の結果、原案のとおり承認され、次回の人事委員会に諮ることとな

った。 

 

 教員の昇任に係る業績審査について 

○河野委員（学部長）から、資料に基づき説明があった。 

○2名の教員の講師から准教授への昇任に係る業績審査委員会の審査結果

について、履歴書・教育研究業績書、業績審査委員会からの報告書に基づ

き説明があった。 

○審議の結果、原案のとおり承認され、次回開催の人事委員会に諮ること

となった。 

 

教員の再任に係る業績審査について 

○河野委員（学部長）から、資料に基づき説明があった。 
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【報告】  

案件①  

 

 

 

 

案件②  

 

 

 

 

 

 

 

 

その他  

 

○2名の任期制教員の再任に係る業績審査委員会の審査結果について、履歴

書・教育研究業績書、業績審査委員会からの報告書に基づき説明があった。 

○審議の結果、原案のとおり承認され、次回開催の人事委員会に諮ること

となった。 

 

 

2017年度卒業予定者の就職内定状況について 

○河野委員（学部長）から、2017年11月末現在の就職内定状況について資

料に基づき報告があった。 

○昨年同期に比べ内定率が2.5ポイント高いことが報告された。 

 

青森公立大学地域貢献のあり方検討報告書（最終案）について 

○事務局総務企画ＧＬから、資料に基づき報告があった。 

○9月に提示した中間まとめに対する意見を精査し、検討した結果、資料の

とおり地域貢献あり方検討会議としての報告書最終案が提示された。 

○花田委員から、「地域貢献の案としては理想であるが、担当する職員を

増やすなどの対応を考えなければ負担が大きくなるのではないか。」とい

う意見があり、香取議長から「別に人員を確保しなければ無理ではないか

と思っている。」との応答があった。 

 

○木立委員から、「先日、教育担当特別教授及び特任教授の制度について

過半数代表者へ提示されたが、教育に関する事項であるため、教育研究審

議会において議論するべきではないか。」という意見があった。それに対

して、山科委員（事務局長）から、教育担当特別教授及び特任教授の制度

の趣旨や規程の制定・改正について説明があったが、木立委員から、「教

育上の重要な案件が教育研究審議会で議論されないことについては疑問で

ある。」との意見があったため、香取議長から、「この件について次回の

教育研究審議会で議題とする。」との発言があった。 

 


